depict（描写）　（解説）
H26.4.4　森田尚喜
　５ｔｈアルバム「depict（描写）」が完成しました。４ｔｈは昨年の１２月にできており、４ヶ月でできているので、今回のも、ほぼ同じくらいのペースでの完成、になりますね。早いですね、我ながら(*^_^*)。４ｔｈ「新しい世界へ」は、アルバムタイトルでもある「新しい世界へ」という曲が結構うけたようで、何人かの人が「いい」と言ってくれました。あと、「夢をみよう」や「帰らなきゃ」も私は好きですがね（もちろん他の曲も気に入ってますが・・）。４ｔｈ完成後、少しづつ曲ができてきたのですが、今回の５ｔｈに収録されている曲たちは、色々な状況を描写したものが多いのです。例えば、最初の頃にできた曲「じっくりいきたい」。この曲は、去年の会社の新人さんと話をしていて、「私は、あまりあせらずに、じっくりやっていきたいと思っているんです。」と言ったのを聞いて、私は、感心したのですが、そのイメージを曲にしたんですね。慌ただしい世の中ですが、周りのスピードに合わせてたら、落ち着いた判断ができない場合もあるんですよね。落ち着いた判断、というのは必要だと思います。そのように感心した気持ちをまとめたのが「じっくりいきたい」です。また、去年の年末に作った曲「お花屋さんのお仕事（年末編）」は、Vintageでのライブで知り合った「ヒヅキさん」のブログで、ヒヅキさんのお仕事である、お花屋さんが、「年末の最後の日まで大変だった」ということを見て、「お花屋さんのお仕事って、素敵な仕事だけど、大変なんだなあ」と思い、作った曲です。また、「遠いサヨナラに乾杯」は、東京へ転勤になる女性研究員のOさんの送別会の際に歌うために作った曲です。また、「さようなら　おつかれさん」は、今年の１月に父が他界したのですが、その際に、昔の思い出などを、兄等と話をして、思い出す機会があったのですが、この際、そのような思い出をまとめたい、と考えて、作った曲です。他にも、小さい子供の自由気ままな雰囲気を曲にしてみた「チャチャチャチャイルド」、娘の無言の訴え(*^_^*)の雰囲気を曲にしてみた「無言のメッセージ」、孤高のブルースシンガー（と勝手に私が捉えている）辻本昌久さんの雰囲気を曲にした「俺の世界」、口内炎に苦しむ状況を曲にした「口内炎」、このように歌を作ってライブをして皆さんに楽しんでいただける、という状況自体が夢のようだ、と感じている、その私の気持ちを曲にした「夢のような時間をありがとう」などなど。このように、今回の５ｔｈアルバムは、ほとんどの曲が、何かを描写したもの、となっていますので、タイトルを「描写」としました。ただ、日本語では、ちょっと、私のイメージとぴったり合わなかったので、英語の「depict」をメインのタイトルにしました。pict（絵）にde（反対というような意味を持つ接頭語）がつく、っていうのも、なかなかいいかな、と思いまして。

　そういう訳で、５ｔｈアルバムは、色々なことを描写した曲が大半を占める、アルバムとなっています。　

　以下に、それぞれの曲の解説を書きます。

１．越えてゆけ

　けっこう、お気に入りの曲です。最近のライブでも歌ったし、今後も、歌っていきたいと思っています。「人生山あり谷あり・・・」って歌詞、いいんじゃないですか。歯を食いしばってがんばっていけば・・・、後でよかったと思う・・・そういうことってあると思うんです。特に若い方に、聞いていただき、今後の人生を地道にがんばってほしいです。(*^_^*)

　ちなみに、この曲、最初は「飛んでゆけ・・・空の彼方へ」だったんですよね。でも、飛んでゆけ・・では、曲がまとまらなかったので、乗り越えてゆく、という感じの「越えてゆけ」がいいか、と思い、この形になったんです。なかなか、上手く出来上がった、と思っています（ナルシストですね(^_^)＼）。

２．お花屋さんのお仕事（年末編）

　最初にも書きましたが、ヒヅキさんの、年末の、お花屋さんのお仕事の大変さ、と、その苦労の甲斐があって、新しい年を迎えられる、という人も多い、ということも頭に浮かべながら、作った曲です。お花屋さんのお仕事って、素敵な仕事だと思うんです。でも、実際には、手も荒れるし、大変なんですよね。

　ヒヅキさん。がんばって下さい。これからも、ね。

３．口内炎 

　私、口内炎、けっこうできるんです。口内炎って、できると、なかなか、消えないんですよね。この微妙な苦しみ。微妙な痛み。悩まされますね。これを、何とか表現して、残しておきたい、と思って、曲にしました。

　また、ライブでやりますよ。多分。

４．無言のメッセージ

　下の娘が、よくやるんですよ。機嫌が悪いんですが、何が理由かわからない。理由をきいても答えない。でも、何かを伝えたそうなんですが。難しいですね。年頃の娘は。(*^_^*)

　無言メッセージを読み取らなきゃ。(´・ω・｀)

５．さようなら　おつかれさん

　今年の１月に父が他界しまして、その際に、兄と、昔の父のことなどを話しまして、色々なことがあったなあ、と思いまして。そのことを、まとめておきたいと思いまして。それで、亡くなった人のことを曲にするってのも、ちょっと難しい気がしたのですが、何とか、出来上がりました。思ったよりいいできだった（と思った）ので、兄にも聴いてもらいました。ハーモニカも入れたのですが、けっこう、さまになりましたね。

　父は、あまり多くは語らない人でしたが、スピーチは、異常にうまかったんですよね。父の葬儀の際の兄のスピーチは、簡潔でわかりやすかったですが、父の血をひいているからでしょうかね。また、大人になってから、子どもの頃を振り返ると、親にけっこう苦労をかけてたんだろう、と思えてきますね。

６．酔っ払い近寄んなくせぇから

　これは、「ぱっ」と浮かんだ曲と詞を、そのまま、１曲にした、という感じの曲です。思い切って、歌詞は、１パターンだけで、通してみました。

　１パターンだけの詞から、色々な状況を想像いただけると、いいのですが。

　大阪在住の友人Ｈ氏は、この曲が「いい」と言ってくれました。

７．歌って素敵さ　

　歌って素敵だと思うんですよね。日本人は、歌好きですよね。カラオケとかで、よく歌いますよね（外人も歌は好きだと思いますが・・・）。歌うことも素敵だし、作るのもいいし、みんなで楽しめるし、気分が和むし、ストレス解消にもなるし。

　そんなイメージを曲にしたいと思って作りました。

８．俺の世界

　DORAneCOさん企画のライブで出演していた「辻本昌久」さん（天晴というユニットのVo＆FG）のイメージを曲にしました。独特の雰囲気を持った人なんですよね。勝手にイメージして、スミマセン。合ってない、かもしれませんが、一つの作品として、許して下さい。(*^_^*)

　天晴というユニットの演奏では、かっこいいブルースを、スライドギターで、弾き語るんですよね。かっこいいんです。でも、MCは、ベースの森田さんに任せるのですが、たまに、しゃべる言葉は、森田さんへの「ダメだし」だったり、ひとつ前に演奏した「ざらめの咲」さんが最後にやったポエトリーリーディングにひっかけて、なぜか唐突に「ポエトリーリーディング」と、にやけ顔で言ったり、されるんです（これ、何回か使われました）。あと、終了後の二次会で、私が話しかけても、（酔っ払ってたからかもしれませんが）まともな返事がないのです。曲は、恐らく、全部、彼の作詞作曲だと思いますが、独特の雰囲気なんですよね。そのようなことから、私が「孤高のブルースアーティスト」と想像して、この曲を作りました。　

　この曲を、私（森田ｂ）の昔の雰囲気だ、とのような感想をくれた方もいましたが、そういう見方・・・もあるんですね。(*^_^*)

９．遠いサヨナラに乾杯

　これは、私の会社の女性研究員が、東京へ転勤されることになり、その送別会に歌うために作った曲です。和歌山で数年暮らした思い出、その間にできた知り合いと別れる寂しさと、実家のある関東へ帰れるという喜び、など、色々な気持ちがあったと思います。気があわなかった人もあったでしょうし、色々な苦労もあったと思います。彼女の、それらの思いを、なるべく凝縮したいと思って、作りました。

　職場の皆さんの前で歌ったのですが、本人はもちろん、皆さんにも受けたようで、よかったです。

１０．じっくりいきたい

　昨年の新人さんと、その方が入社して数ヶ月たったくらいに話をしていて、彼が「私はなるべく周囲に左右されないように、自分のペースでやりたいと思っているんです」と言ったんですよね。私は、この言葉に、感心したんですよ。最近は情報社会で、どんどん新しい情報が出てきて、どんどん進化していくんですよね。仕事もスピードが要求されてきます。でも、忘れてはならないものもあるんですよね。周囲に流されず、しっかりした判断をすることは、非常に大事なことです。それを、若い頃から、認識できているというのは、すごいことだ、と思った訳です。それで、そのことを、曲にしました。

１１．チャチャチャチャイルド

　チャチャチャチャイルド・・という歌詞とメロディが、頭に浮かんできたんです。それに、歌詞を繋げて、曲にしました。

　やはり、「チャイルド」だから、子供のことだろう、と考えて、小さい子供の、自由気ままな感じを、曲にしようと考えました。また、最近、子供を捨てたり、食事を与えずに餓死させたり、など、子供のことを見捨てる親も出てきていますが、そのようなことへの批判の気持ちも込めたつもりです。

１２．裏の裏 

　真面目にやっているだけでは、社会の流れについていけない、ということってありますよね。コンビニが、潰れては、新しいのができている、というのも、そのようなことの象徴かとも思います。常に、上をみて、やっていくというのは、大事なことなのですが、常に、アクロバット的なことをやらないと、生き残っていけない、ってのは、ちょっと厳しい世の中かもしれませんね。

　世の中を、そのように感じてしまった人は、色々と努力する中で、「裏の裏をかいてやろう」と、努力して、もがいている、ということもあるのではないか、と考えて、作ってみた曲です。ホリエモンとか、一発屋のようにでてきて、ぱっと散ってしまう人もいますよね。やはり、じっくりやっていく、ことは、重要だと思うんです。

　そのように作った曲です。ラテン系の曲調も、楽しんで下さい。

１３．夢のような時間をありがとう

　ラストの曲です。色々なことが「夢のようだ」と思えるんですよね。今、結婚して、子供もいますが、これまでのことなどもそう思いますし、ライブで、皆が、私のＭＣとかで、けっこう受けてくれたり、演奏後に「よかった」と声をかけてくれたりするのですが、それも、夢のよう、です。昔、「人工衛星」という名前でバンドをやっていた頃や、その他、ピンでやったこともあったのですが、どうも、満足いく演奏ができず、いつも、演奏後に、不満が残っていたことを思い出します。その頃を考えると、今は、本当に「夢のような時間」をもらえているな、と思います。

　そのような実感が、仕事中に（笑）出てきて、携帯電話に、密かに録音しておき、後で、１曲にまとめた訳です。歌詞は、ほとんど「夢のような時間をありがとう」で通し、少しだけ、「もう何も言うことはないよ。この一言だけ。」を入れました。

　いい感じに仕上がったのではないか、と思っています。

　合計１３曲で構成しました。これまでは、１２曲で構成してきたのですが、どれを省くかを悩んだため、１３曲入れました。３ｒｄから５ｔｈまで、ほとんどの曲は、作詞作曲を自分で行いましたが、どれも、気に入っています。今回の５ｔｈは、ある状況を描写したものが多くなったので、これまでのものとは、ちょっと違った感じになったのではないかと思います。曲作りに関しては、あまりこれからも、変に意識せずに、自然に作っていきたいと思っています。

　では、また。ライブでもお会いできると幸いです！！！

森田ｂ

